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東京オリ ・パラ中止 ・延期を
大野知事に求めています

「東京五輪を『緊急事態宣言下』でも開催」と言ったＩＯＣ調整委員長のコーツ氏は、オーストラリア・

オリンピック委員会の会長です。今月初旬、東京で行われた五輪テスト大会には「日本の安全性が確保で

きない」としてオーストラリア選手団を派遣せず、「五輪テスト大会は、成功した」と発言しています。 

５月 10日現在、５０歳代以下のコロナ死者は、全国で３０７人出ています。埼玉県の『重症者数』は１

カ月前と比べ８割増えています(24日現在)。それらはここ最近のインド型の変異ウイルスの感染力の強さ

の影響であると言われており、今月に入り情勢は大きく変わっています。仕事面では現在も制約があり、

県内自殺者数は４月に２５%増、５月上旬15日までは３５%増という状況です。 

今月の各新聞社世論調査で、「五輪中止・延期」と回答した１番多いところでは、８２％ありました。 

オリンピック・パランピックで埼玉県は、合計５種目の会場で、東京都を除き、最大の開催県となって

います。事前キャンプは県内１９市町が受け入れを予定していましたが、これまでに6市町が断念。事前

キャンプには、海外から選手団だけでも８６８人。五輪において準備段階から関わる県内のボランティア

は５千人としていますが、警備などを含め、どれほどの人が関わるか県庁は把握していません。 

多くの県民が、オリ・パラ中止 延期を求めている事を受け、今月 19日大野知事に、中止・延期を求め

る文書を提出。今のコロナの現状とオリ・パラへの不安を代弁させて頂きました（私のＨＰで文書公開中）。 

また、24日には、オリ・パラ“会場県”の埼玉県会議があり、議題は、事前キャンプの感染症対策、聖火

リレー、大会期間中のパブリックビューイングなどでした。裏面に要点をまとめましたのでご覧下さい。 



2020オリンピック・パラリンピック埼玉県推進委員会 第８回総会 5月 24日（Web会議） 

《中川》「オリンピック開催までにある程度 高齢者のワクチン接種は進むと思いますが、県民の大半はワ

クチン接種を受けられません。埼玉県民は『いつオリンピック・パラリンピックを中止・延期す

るのか』と思っていますが、どうでしょうか？」 

《大野知事》「オリンピック・パラリンピックの 中止もしくは延期を含めた開催の会議については、IOC・

組織委員会・日本政府、招致した東京(都)が決める権限があり、埼玉県にはございません。大き

く全体につきましては、それらで協議する事になります」 

《中川》「中止・延期になるだろうと思っている『埼玉県民の声』をどのように、開催都市である東京都に

届けるのでしょうか？」 

《大野知事》「そういう声がある場合にはお届けをする事になるかも知れませんけれども、現時点ではこ

れだけの時間的余裕がございますので、IOC・組織委員会・政府・東京都、そこが協議されてい

るものと理解をさせて頂いています」 

《中川》「県民の多くが反対しているので、その代弁者として反対をさせて頂きます」 

《大野知事》「それでは１名の方が反対という事ですので、この第３号議案は賛成多数で議決されました」

（ユーチューブで  映像公開中） 

会議には、県議会の各政党代表をはじめ２７３名が出席。発言したのは、私１人でした。 

この戦後最大の非常時の中、県庁や県議会のあり方が問われています。このままオリ・パラ開催を推進

し、いくらになるか分からない新たな多額のお金を使うのでなく、コロナによる生活困窮や経済活動を制

限されている方、医療従事者のひっ迫などにもっと目を向けなければなりません。 

大野知事に、自衛官の医師・看護師への県内でのワクチン接種協力要請を県議会で質問したところ、「大

臣に求めたが、実現できていない」との回答でした。一方、政府はオリンピックに自衛官医師を２０人派

遣するとの事です。政府は「安心安全」なオリ・パラ開催を唱えていますが、そのためには、まず何より

も一般国民のワクチン接種が優先です。昨夜、報道関係者と「オリ・パラは、世界が落ち着き、‶安心し

た生活‴が送れるようになった時に考えるべき」との意見で一致しました。 

事務所は毎日 11 時から 16 時まで


